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告 
 

示 
  

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定

款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活
部
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.saitama

ken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

（
変
更
前
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
包
括
支
援
協
会
徳
陽 

 
 

（
変
更
後
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
ア
イ
ワ 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

大
塚 

君
枝 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
上
尾
市
大
字
久
保
三
七
○
番
地
七 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

こ
の
法
人
は
、
要
支
援
者
・
要
介
護
者
に
対
し
、
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
要
支
援 

 

者
・
要
介
護
者
の
身
体
と
心
を
ケ
ア
し
、
さ
ら
に
、
理
美
容
業
界
の
雇
用
活
性
化
に
寄
与
す
る 

 

こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
七
十
七
号



告 
 

示 
  

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非

営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活

部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.sai

tamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
深
谷 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

鈴
木 

紀
安 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
深
谷
市
西
大
沼
三
六
一
番
地
一
一 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

こ
の
法
人
は
、
農
家
・
一
般
市
民
に
対
し
て
、
援
農
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
農
家
の
人
手
不
足
の 

 
 

 

 

解
消
や
地
域
農
産
物
の
普
及
・
販
売
並
び
に
市
民
の
農
業
体
験
な
ど
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、 

 

 

農
業
・
農
地
を
地
域
の
諸
団
体
と
連
携
し
つ
つ
保
全
・
活
用
し
、
地
域
環
境
を
守
る
と
と
も
に
、 

 

生
活
す
る
人
々
に
と
っ
て
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す 

 

る
。 

埼
玉
県
告
示
第
七
十
八
号



告

示

平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
八
十
四
号
（
平
成
二
十
二
年
度
地
籍
調
査
事
業
計
画
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六

条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

「

神

川

町

阿
久
原
四
（
大
字

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら

下
阿
久
原
の
一
部
）

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

表
中

を

神

川

町

阿
久
原
五
（
大
字

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら

上
阿
久
原
、
大
字
下

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

阿
久
原
の
各
一
部
）

」

「

神

川

町

阿
久
原
四
（
大
字

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら

下
阿
久
原
の
一
部

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

神

川

町

阿
久
原
五
（
大
字

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら

上
阿
久
原
、
大
字
下

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

阿
久
原
の
各
一
部
）

に
改
め
る
。

神

川

町

阿
久
原
三
―
二
、

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日
か
ら

阿
久
原
三
―
三
（
大

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

字
上
阿
久
原
、
下
阿

久
原
の
各
一
部
）

」

埼
玉
県
告
示
第
七
十
九
号



告 
 

示 
  

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定

款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生

活
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法

（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
六
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
り
ー
ん
埼
玉 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 

川
合 

弘
幸 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
中
里
四
丁
目
一
四
番
一
七
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

（
変
更
前
）
こ
の
法
人
は
、
駅
前
や
道
路
、
公
園
等
の
清
掃
や
落
書
き
消
し
等
を
行
い
、
街
の
美

化
と
環
境
マ
ナ
ー
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
変
更
後
）
こ
の
法
人
は
住
宅
・
地
盤
に
関
し
て
、
広
く
一
般
市
民
及
び
団
体
を
対
象
と
し
て
、

住
宅
・
地
盤
に
関
す
る
問
題
意
識
を
喚
起
し
、
居
住
空
間
の
安
全
性
と
快
適
・
利
便
性
の
向
上
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
八
十
号



告 
 

示 

  
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
と
お
り
患
畜
等
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

       

ヨ
ー
ネ
病 

牛 

伝
染
病
及
び 

家
畜
の
種
類 

患 

畜 

患 

畜 

及 
び 

疑
似
患
畜
の
区
分 

一 

頭 

頭
数
又
は 

群 
 

数 

本
庄
市 

発
生
場
所
又
は 

区 
 

 
 

域 

平
成
二
十
三
年 

一
月
五
日 

発
生
年
月
日 

自
主
淘
汰 

処 

置 

埼
玉
県
告
示
第
八
十
一
号



告 
 

示 

  
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
〇
八
―
二
七
―
一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

加
須
市
大
字
芋
茎
字
東
原
一
七
二
九
番
地 

他
二
七
三
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

一
七
四
一
一
・
〇
立
方
メ
ー
ト
ル 

埼
玉
県
告
示
第
八
十
二
号



告 
 

示 

  
八
潮
市
か
ら
草
加
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
八
十
三
号



告 
 

示 

  
三
郷
市
か
ら
草
加
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
八
十
四
号



告 
 

示 

  
春
日
部
市
か
ら
春
日
部
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
八
十
五
号



告 
 

示 

  
羽
生
市
か
ら
羽
生
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
八
十
六
号



告 
 

示 
 

 
 

 

 
埼
玉
県
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条

例
第
六
十
一
号
）
第
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
し
た
土
地
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。 

 

な
お
、
変
更
し
た
土
地
の
区
域
を
示
す
図
面
は
、
埼
玉
県
開
発
登
録
簿
閲
覧
規
程
（
昭
和
四
十

五
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
九
十
九
号
）
別
表
に
掲
げ
る
閲
覧
所
及
び
滑
川
町
建
設
課
に
お
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

変
更
し
た
土
地
の
区
域 

二 

変
更
し
た
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

    

滑
川
町 

町
名 

大
字
月
輪
の
一
部 

土
地
の
区
域 

埼
玉
県
告
示
第
八
十
七
号



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
六
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

若 

林 

祥 

文 

   



 

第
百
一
号 

指

定 

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
五
号 

指
定
道
路
の
種
類 

平
成
二
十
三
年
一
月 

十
二
日 

指
定
の
年
月
日 

比
企
郡
川
島
町
大
字
上
伊
草
字
石
原
八
二
一
番
三
、八
二
一
番

四
、
八
二
四
番
三 

指

定

道

路

の

位

置 

三
四
・
九
〇 

指
定
道
路
の
延
長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
二
〇 

指
定
道
路
の
幅
員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
七
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

若 

林 

祥 

文 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
二
年
九
月
七
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
二
〇
〇
七
二
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
三
日 

 
 

川
建
セ
第
二
二
〇
一
一
六
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
平
澤
字
金
井
二
五
四
番
三
九
、
三
〇
一
番
四 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
川
島
一
八
五
〇
番
地
一
六 

フ
ァ
ミ
ー
ユ
川
島
１
０
１ 

 
 

吉
川 

知
大 

            



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築

協
定
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

寺 

内 

盛 

幸 
 

一 

建
築
協
定
の
名
称 

 
 

陽
光
台
地
区
建
築
協
定 

二 

建
築
協
定
認
可
申
請
者
の
代
表
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
） 

 
 

加
須
市
陽
光
台
一
丁
目
三
百
番
四
十 

小
野
田
守
男 

三 

建
築
協
定
区
域 

 
 

加
須
市
陽
光
台
一
丁
目
三
百
番
三
十
二
他
四
百
八
十
三
筆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     



 
 
 
 
 

告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
九
号 

 

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
七
十
八
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
に
お
い
て
例
に
よ
る

場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
次
の
施
設
に
つ
き
、
そ
の
指

定
を
取
り
消
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

加 

藤 
 
 

憲 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

病

院 

種 
 

別 

医
療
法
人 

康
正
会
病
院 

 
 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

川
越
市
山
田
西
町
三
七
五
番
地
の
一 

 
 

所 
 

在 
 

地 



 
 
 
 
 

告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
号 

 

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
七
十
八
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
に
お
い
て
例
に
よ
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し

た
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

加 

藤 
 
 

憲 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

病 
 

院 

種 
 

別 

医
療
法
人 

康
正
会
病
院 

 
 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

川
越
市
大
字
山
田
三
二
〇
番
地
一 

 
 

所 
 

在 
 

地 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
収
用
委
員
会
告
示
第
一
号 

 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日
、
土
地
収
用
法
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

使
用
の
裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
の
で
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
会
長 

佐 

世 
 

 

芳 
 

 
 

一 

事
件
番
号 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
平
成
二
十
二
年
度
第
一
号 

二 

起
業
者
の
名
称
及
び
住
所 

 
 

東
京
電
力
株
式
会
社 

 
 

代
表
取
締
役
社
長 

清
水
正
孝 

 
 

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
一
番
三
号 

三 

事
業
の
種
類 

 
 

特
別
高
圧
送
電
線
西
上
武
幹
線
新
設
工
事
（
埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町
大
字
滝
ノ
入
字
日
影 

 

林
地
内
） 

四 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積 

 
 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町
大
字
滝
ノ
入
字
日
影
林 

 
 

地 
 

 

番 

一
五
五
二
番 

 
 

地 
 

 

目 

登
記
簿 

山
林 

 
 

 
 

 
 

 
 

現 

況 

山
林 

 
 

面 
 

 

積 

登
記
簿 

五
八
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

実 

測 

一
〇
一
五
四
・
一
四
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

四
一
五
・
一
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

五 

使
用
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
使
用
方
法
及
び
期
間 

 
 

使
用
方
法 

架
空
電
線
の
設
置
及
び
保
安
上
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
使
用 

 
 

使
用
期
間 

送
電
線
路
の
存
続
期
間
中 

六 

土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所 

 
 

氏 
 

 

名 
 

田
島 

恒
子 

 
 

住 
 

 

所 
 

東
京
都
練
馬
区
上
石
神
井
四
丁
目
九
番
一
二
号 

七 

土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
、
住
所
、
権
利
の
種
類 

 
 

な
し 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
収
用
委
員
会
告
示
第
二
号 

 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日
、
土
地
収
用
法
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

使
用
の
裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
の
で
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
会
長 

佐 

世 
 

 

芳 
 

 
 

 
 

 

一 

事
件
番
号 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
平
成
二
十
二
年
度
第
三
号 

二 

起
業
者
の
名
称
及
び
住
所 

 
 

東
京
電
力
株
式
会
社 

 
 

代
表
取
締
役
社
長 

清
水
正
孝 

 
 

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
一
番
三
号 

三 

事
業
の
種
類 

 
 

特
別
高
圧
送
電
線
上
野
線
保
全
事
業
（
埼
玉
県
八
潮
市
大
字
浮
塚
地
内
か
ら
同
市
大
字
浮
塚 

 

字
中
ノ
島
地
内
ま
で
） 

四 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積 

 

１ 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
浮
塚
字
中
ノ
島 

 
 

 

地 
 

 

番 

四
一
五
番
四 

 
 

 

地 
 

 

目 

登
記
簿 

田 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 

況 

畑 

 
 

 

面 
 

 

積 

登
記
簿 

二
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実 

測 

二
六
三
・
一
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

九
二
・
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

２ 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
浮
塚
字
中
ノ
島 

 
 

 

地 
 

 

番 

四
一
六
番
三 

 
 

 

地 
 

 

目 

登
記
簿 

畑 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 

況 

畑 

 
 

 

面 
 

 

積 

登
記
簿 

八
九
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実 

測 

八
八
・
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

五
・
四
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

３ 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
浮
塚
字
中
ノ
島 

 
 

 

地 
 

 

番 

四
一
六
番
四 

 
 

 

地 
 

 

目 

登
記
簿 

田 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 

況 

畑 

 
 

 

面 
 

 

積 

登
記
簿 

二
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実 

測 

二
二
一
・
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

一
〇
三
・
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

４ 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
浮
塚
字
中
ノ
島 

 
 

 

地 
 

 
番 

四
一
七
番
三 

 
 

 

地 
 

 

目 
登
記
簿 

畑 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 
況 

畑 

 
 

 

面 
 

 

積 

登
記
簿 
一
八
一
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実 

測 

一
九
五
・
〇
九
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

八
四
・
九
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

５ 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
浮
塚
字
中
ノ
島 

 
 

 

地 
 

 

番 

四
一
七
番
四 

 
 

 

地 
 

 

目 

登
記
簿 

田 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 

況 

畑 

 
 

 

面 
 

 

積 

登
記
簿 

一
一
九
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実 

測 

一
二
五
・
〇
九
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

二
七
・
一
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

６ 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
浮
塚
字
中
ノ
島 

 
 

 

地 
 

 

番 

四
一
八
番
三 

 
 

 

地 
 

 

目 

登
記
簿 

田 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 

況 

畑 

 
 

 

面 
 

 

積 

登
記
簿 

四
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実 

測 

四
六
・
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

〇
・
三
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

７ 

土
地
の
所
在 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
浮
塚
字
中
ノ
島 

 
 

 

地 
 

 

番 

四
一
八
番
五 

 
 

 

地 
 

 

目 

登
記
簿 

畑 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 

況 

雑
種
地 

 
 

 

面 
 

 

積 

登
記
簿 

三
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実 

測 

三
八
一
・
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

裁
決
手
続
開
始
の
決
定
を
し
た
土
地
の
面
積 

一
五
二
・
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル 

五 

使
用
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
使
用
方
法
及
び
期
間 

 
 

使
用
方
法 

送
電
線
路
の
保
全
の
た
め
の
地
下
使
用 



 
 

 
 

 
 

 

使
用
の
範
囲
は
、
東
京
湾
平
均
海
水
面
下 

 
 

 
 

 
 

 

二
五
・
〇
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
二
・
一
一
メ
ー
ト
ル
ま
で 

 
 

使
用
期
間 

送
電
線
路
の
存
続
期
間
中 

六 

土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所 

 
 

氏 
 

 
名 

 

小
宮 

晃 

 
 

住 
 

 
所 

 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
浮
塚
四
〇
九
番
地
一 

七 

土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
、
住
所
、
権
利
の
種
類 

 
 

氏 
 

 

名 
 

東
京
電
力
株
式
会
社 

 
 

住 
 

 

所 
 

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
一
番
三
号 

 
 

権
利
の
種
類 

 

地
役
権 

 

 
 

登
記
年
月
日 

 

前
記
四
１
乃
至
５ 
昭
和
三
十
七
年
一
月
十
日 

第
四
六
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
記
四
６
及
び
７ 

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
二
八
一
〇
号 

 



雑 
 

報 

  
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
技
術
審
議
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。 

 

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
す
る
も
の
と

す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
技
術
審
議
会
会
長 

米 

林 
 

 

仲 
 

 
 

 

一 

開
催
日
時 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
（
月
）
十
時
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
四
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
自
治
会
館
四
階
ホ
ー
ル 

三 

議
題 

 
 

圏
央
鶴
ヶ
島
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
整
備
基
本
構
想
に
係
る
戦
略
的
環
境
影
響
評
価
報
告
書
に
つ
い 

 

て 

四 

傍
聴
者
の
定
員 

 
 

二
十
人 

五 

傍
聴
手
続 

 
 

傍
聴
希
望
者
は
、
会
議
の
開
催
予
定
時
刻
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
お
い
て
、
埼
玉
県 

 

環
境
影
響
評
価
技
術
審
議
会
の
許
可
を
得
た
上
で
、
会
議
の
会
場
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

傍
聴
の
手
続
は
抽
選
と
す
る
。
た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
抽
選
は
行
わ
な
い
。 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
技
術
審
議
会
事
務
局
（
埼
玉
県
環
境
部
環
境
政
策
課
環
境
影
響
評
価 

 

担
当
） 

 
 

電
話
〇
四
八
（
八
三
〇
）
三
〇
四
一 


